
 

 合唱コンクールへ向けて 

熱い心で練習を続けています。 
 

私は毎朝７時５０分から始業時間まで校門で朝のあいさつを行っ

ています。１０月半ばから８時過ぎの登校のピークの時間帯に登校

する人の数が減ってきました。その理由は各クラスの朝の練習に自

主的に参加する人が多くなったことです。また、昼休みや放課後も校

舎のどこかから歌声が聞こえてきます。 

夏休み前から選曲やピアノ伴奏の練習が始まり、長い時間かけて

クラスで練習してきました。その成果を発表するのが合唱コンクー

ルです。各クラスの美しいハーモニーを期待します。同時にみんなで

一つの目標に向かって練習することで育ててきた「クラスのまとまり」を披露してほしいものです。 

保護者の方々にも会場の関係で制限を付けましたが参加いただきます。是非とも子どもたちの頑

張る姿を見てあげてください。 

 

一つの行事に向け、クラス全員が心を一つにして取り組んでいく姿は美しいと思います。そして

クラスでの達成感、所属感を共有してくれるものと確信しています。個人の達成感とクラスの達成

感がマッチされればさらに得るものが大きくなるでしょう。 

ある人の説ですが、「訴え（うったえ）」が変化して「歌（うた）」になったという話がありま 

す。歌うことは心の喜怒哀楽を声に出すということでしょう。今回は喜び、楽しさ、感動を自分

の、クラス全員の、また学年全員の声にして君たちの心の「訴え」を表してください。 

 

 「光陽中学校の合唱コンクールはすごいよ」という話を聞

きました。３年生全員の最後の合唱コンクールにかける思い

が練習風景から感じられます。「最後の思い」が素晴らしい

が歌声となっています。１，２年生のみなさんもしっかりと

聴いていることでしょう。１、２年生もそれぞれの学年の目

標があると思います。しっかりクリアできるように頑張って

ください。それが光陽中学校の合唱コンクールのよき伝統を

引き継いでいくことになります。今年はどんな形でバトンタ

ッチされるのか、楽しみにしています。 
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